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本書は昭和26年中に於ける市政各股の数的なものを主体に集録 したもので写真を主とし別に刊行す

る市勢紹介のための 「網走市勢樹況」の姉妹書として特に市政の細部について調査研究される方々

の参考と市政格来の資料保存を目的として編集 したものであります

昭 和 28年 2月 1日
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、 (1)位

位置及び地勢

置

本市は北海道網走支聴青内の東部に位しオホーツク海に面 している。東は斜里郡、西は常呂郡に運より、南は東藻琴

村を樫て釧1路囲に接 し、東鞭四十四度十四分、北緯四十四度三分に位置している。

(2)地  勢

地勢は概ね南方に高 く、藻琴出を樫て釧路囲阿装の雄峯を望み、西は綱走湖、能収湖を怒て北見守野に連つておう、

楓走lllは流怪 95Kl郷、その源を阿漂鮮峯に安し、津311川、美幌lll準を合し網走湖に入り再流してオホーツタ海に注

く
・
。その下流に本市を形成 している。その地藻琴山に源をもつ流程 51K927の藻零川をはじめ、大小の河川及び各種

の湖沼費達 し、中でも網走湖|ま周園43将余、3ヒ収湖は31将余、藻琴、濤沸湖等点在している。海流は主として対馬曖

流が宗谷海映から東流しているが千島碁流の一分振の流入を見ることがある。

ユ

天産ゆたかな風景のすく
'れ

た網走附近は数千年の昔から庫住民族の架土で、今に唆る豊富な遺跡がそれを調明 してい

る。ここに和への宋住 十るようになつたのは貞学年間(118部)松前藩の宗谷場所開設以後であり、欄走に賞捺に漁場

の開かれたのは寛政10守(1・798)以前、4村山隠兵衛話負の末期と推定される。今から約百五十五年ほど前のことであ

る。村出臨兵衛は藩主直領の宗谷、斜里、雨場所の話貸代として北海湾岸開裂の端艦を開いたのであるが この地方の

漁業を近代化し、その開費を積極化したのは文化 5年(1.808)から明治初期までの牛世紀以上にわたる藤野家の睡管

の結果であつた。この期間に培わオ]た縦走つ実力fま運上家のあつた斜里を愛いで明治のA長 を迎えた。蝦夷地が北海

道と改められ、イヒ見囲耐走郡つ呼補が定まり、その中心地に網走村の名が具えられた。明治12年網走郡役所が置かれ

同30子にはその管1塔区域 をもつて観走支聴ひ
ヤ
設置され、一貫して北見の行政中心地としての歩みを損けて来た。その

基本tま明治 5字 3月の村呂確定の時に創 支るというのメ網走開基つ根擦である。

北海道の開拓は海岸から内陛へ移つた。Jヒ見開愛の88途に立基がつてぃた中央山販と千島火山販は明治鶴T‐の釧路道

路 (網走～釧路間)翌 24年の中央道路 (網走～″
r巴
川間)の 開通によつて相ついで突破され新天地を理む移住 音の群が  ‐ 式海

演 々と雪崩れこみ明治30年の屯田!兵入地と前後して内陸には点々と農村部落の費七を見、網走背面の生産力を増大し

た。滑岸随一の港湾をもつ網走はそオtらの物資輸塗港として活況を加えた。さらに大正元年には網走本線、昭和 6革  ●

釧撤腺、同10字湧搬東換の鍛道が夫 開々通、一方大正 8年には築港こ事が開始されて、ここに陸梅交通の要衝を占め   寸

オホーツク海大漁日を擁する水産業をはじめとして、農林、苦産の各産業及び、それらの加工工業が効興、それに件

つて各官/AR衝や事業場が集中さオl、文化施設も蕎々と整備されるに至つて昭TH22年2月11日をもつて市制を施行した

実に縦走の袈展は興隆北見の締図であり今や名貿共に東北海道における中心都市として新たな躍進を績かつつある。
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(1)気 象 概 要           樹 走 測 候 所

網走管内つ西、南、東辺に連互する1・C00_1.500米級の出服と滑洋を洗A,、宗谷曖流は網走地方の気候を極めて有利

に支配している。

即ち塞候期は北西の塞繰季節風を遮 り慎雪は道西方面に比べ通る力に少なく、寒氣も内陸にくらべ海流の影響も加は

り和いでくる。又峻阪期曖操を南の季節風ほ乾燥高温 (最高温E36度 揺)と なつて網走側に吹下し夏作物に好影響を

興へる。内陸の暑さはかなり張いが湾岸隅走地方は海岸気候を現 し凌ぎ易い。風力 (最大の記録砂∞米)は 各期 しば

しばオホーツタ海に大陸旋風が袈達騰留 して猛火雪が績 くことがある。併 し時恰も漁業の各R民期に営つているので海

上の遭難等はない。夏の季節風は一般に朝く稀に随風等が接近しても内地で見られる様な被書は殆んどないと云つて

よい。従つて豪雨 (日最大記録 107耗)は 珍らしく又一般雨量も少なく樹走地方は道内は勿論本邦でも最寡雨地脊と

なつてゐる。  ・

6.7月 頃の海霧毅生も特に冷夏時を除いてはとても根釧地方の比ではなく少ない。初夏の頃オホツク海に寒冷高気座

が器留愛達して数年に一回位の割で凶玲気候を現すこともある。又霜、雪、根雪はおそく、それぞれ初日は10月121打

11月3日、12月5月である。

地理的に見てオホツク沿洋殊に網走地方の姿期特殊現象としてオホツク流氷の宋要が毎年 1月牛頃よう4月牛頃まで

あつて最盛期に|は湾岸を埋め観光的、学術的に壮靭を呈する。θFじ一方このため長期聞漁捗は不能となり海上変田も

柱縄し地方産業に大きなマイナスとなつてゐる。            .                 十
‐

以上要約して網走管内は地形拘、海流的に恵まれて高緯度に拘ず所謂北見氣候とも補すべきものを現しぃ1すくなくと

も道北、道東地方では最 も住み良い氣候帯といえよう。

(2)昭 和26年気象概況

本年中を通じ先づ宇均氣温で見ると6度1分て0・5、最高の宇的は1明黎分では3最低のT均 は2度6分で0・7何れも容年よ

り高目であつた。又気温の変化状態を千年と比較してみると1月から2月にかけて低 く3月から 6月上旬までは 4月の

中、下旬を除き高く6月中旬から 7月中旬にかけ約一ケ月一様な低温が願いたがその後 8月一杯までは異常高温が観

き9.10月が低温となら初筆の11月12月ほ姿くなつた。

降水の年総量は 722粍で宇字とり 114粍も少なかつたじ併 L月別に見ると11月に 122粍があり、しかも過去60ケ年を

通じ11月で 122粍 (千年の11月は69粍)を 越へち ものは稀で11月としては珍らしい多雨であつた。衛末年の最大雨量

網 走 測 候 所

道1其の他‖ 賢

a・・5…



は名・9耗を示している。風は守均風速柳 .2米で宇年より 1,2強く、月別に見て強い月は 3月の5・2、 4月 の 4.9、11

月の 5.3で何れも千年より2米内外強く、又暴風日敷 (秒10米以上の日数)が 宇年の36日に比ぺ本年は 112日あつた

ことでも伺はれる。

日照は本年を通じ多目で特に作物七育期に営る 5月～ 8月にかけ多く (6月 は 3%少 )8月 に於いてはT年 より10%

多くなつてゐる。

季節、前年からの根雪は 1・2月で宇年よう20極位多かつたが 3月中旬に高温があつたため経日は 3月20日で平年よう

る日も早 く又根雪の始まりは12月15日で牢年より10日選かつた。降雪つ経目は 5月 1自で12日早く初ヨは11月 5日で

2日遅かつた、霜については 5月 7日が経霜で17日早く初霜は10月発日で14日遅くなつている。

猶尊地方の特殊現象である流氷ほ昭和19存を頂,点として其の後全般的に減少に向つてゐるが本年1・2月は数分将勢を

見た、本年の初日は 1汚 8日で宇年より7日昨年よう6日早く経日は 4月 1日で宇字より20自昨干より20日早やかつ

た。流水期間は斡日間で宇年より15日短かかつた。

,以上綜合して水年は風む坤付々 張かつた以外は大体良い気象状態にあつたと思A、。

2 昭 和26年月分気温

1  月 1 2  月 1 3 4月+5月+6月7 月

望J封 師・ 54.91″ .
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(1)最 近 5ケ 年の戸敷 ご人口

女 1戸 数+1比帯数十

‐

‘
卜
・

昭 和2 2年

″  23

″ 24・

″  25

,  26

5。210

5.447

5,66o

59829

6.059

6.173

6.2o7
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1 8 . 1 4 3
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16.707
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(2)人 口 動 態 (最近3ケ 年)

年度別 男 1女 1計

婚

数

離
　
件

産死 婚姻

件数埜1 計

昭薇勢年

昭和あ字

昭和26年
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1
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(3)産 業別世帯敗及び人田

世帯数

昭和符年10月 1自現在

卜 ‖昭025年八日

ヽ

農

林 業
｀

漁 業 及

業

穏 業

養 殖 業

3.208

115

1 .毬

24・

663

1.110

870

263

802

901

791

10.738

20.923

2.860

13

209

仔

4 3 0

斡

61

糾 7

1 3 8

123

1 4 . 4 6 0

19.173

19.167

6

19.173

6 . 0 6 8

128

1 . 6 4 ・7

2 4・

710

1 . 5 4 0

1,255

324・

1.249

1,039

914

2 5 。1 9 8

40.096

7 . 0 0 5

. 6 9

1 . 1 4 6 6

16
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1 . W r

l . 3 4・ 9
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1 . 3 5 4 ・
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2 3 . 3 0 5

39.218
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小

■

ド
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撃禾

の

榔．就
類

公

分

未

無

援          業

建   設   工    業

製   造   工    業

卸 寅 及 び 小 貫 商 業

金 融 保 険 及 び 不 動 産業

サ  ー   ビ   ス   業

運輸通信及びその他の公盆事業

教   育     宗    教

務

産 業
力
者

業

0 ～  5

6 - 1 0

11 - 15

16～ 20

21 - 25

2 6 ～ 3 0

31 - 35

3 6 ～ 勺

41 - 45

奄 ～ 5 0

51 - 55

3 .畝8

2.339

2 . 0 8 4・

2. 1 4 1

2.255

1.8Ч4

1.406

1.251

1.079

817

667

7.017  ‖  56～ 60

4.552  ‖ 61 - 65

4.102  ‖ 66 -70

4.256  ‖ 71 -75

4 .勢1  ‖ 7 6～ 8 0

3.392  ‖ 81 - 85

2.667  11 86 - 90

2.315  ‖  91 - 95

1,844  ‖ 96 -100

1.528  ‖ 101-105

1.231

( 4 )年 令 別 人 口 調 昭Tl126宇10月 1日現在

年 令|        十 年 令|
3.範 9

2.213

2.018

2.115

1.986

1.548

1.261

1.064

765

711

564

517

391

270

174

83

4 4・

5

3

20.923

籍
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115

セ
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2
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(5)囲 籍又は出身地別男女別人口

日 本  人  (囲 内)

朝   鮮    人

そ の 他 の 外 囲 人

紹     計

囲籍又ほ出身地別

備考 特 別地域とは千島、樺太その的に本籍のある者

・・・7・・・
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手

千 Tや F‐ 喚 輛 揮 呼

Ⅲ=
軒

G座

生 産 紬

2耕 地面積及び耕作者人口

備考 耕 作着八日中には自家の農業に徒事しない者 6.500を含む

別
1収

昭 和 2 6年 度

昭和26年 8月10日現在

昭 和 2 6年 度

6.

薯

米

参

鈴

計

馬

豆

黍

委

敏

駐
　
　
陣

計

大

玉

燕

其

卜

難

兎

羊

牛

馬

豚
●
細

850石

25.553

41,368

67.771

125.771

1 5 8。8 5 3

290.887

特 用 作 物

果    樹

競    茶

飼 肥 料作物

計

271千賢

50i千貰

22.735千貫

6 7 . 1 5 5

8.566

87.078

132.4弱

295。284

67.312

4 0 . 6 8 0

1 5 . 0 3 1

6 8 . 2 0 5

191。228

4蓄

飼 養 戸 敏
1頭

別1飼養F数 1頭

昭和27年 8月 ?O■ 現在

64

1.343

72

652

3.539

駆

950

れ
▼

生産額| ″
・翻

1 飢
9・翻

耕   地   面   積
田   1   畑   1   計 1 耕

作 若 戸 監
十

一 一

巧 罪

二 二

ぎ
| セ ・プ 12.100 1 .にす7(〕

1 的
r

… 8…



よ=|千 if■々t壬:

略神27等 ●周沫現陸5豊 食供出割貸及び供出貨績

6漁 業 徒 事 者 調

晴
拓

米

計

146.4石

打奪.4石

昭和27年 11月 1日現在

昭 和 27年 度

ら

そ

け

い

う

ん

ば

す

け

立

け

つ

れ

　

し

た

す

ほ

か

さ

に

さ

ま

さ

帆

憲
岳

掛

監

密

習

旨

踏

路

唇

王

Ｐ

ト

―
卜
古
卜
狩
卜
許
ま
駐
卜
玖
浮
員
ｒ
ほ
Ｅ
Ｂ
」
隊
酔
Ｂ
巴
監
酵
ｒ
敲
卜
Ｚ
Ｅ
Ｌ
路
降

7  財議 獲  目  標

魚 種 別 1末 年度計ロ 魚 種 別
1本

年 度 計 苗

イH5〔〕,000

4.300.000

3.200,000

3 6 8 . 0 0 0

4 0 0 . 0 0 0

3 0 0 . 0 0 0

10.000

15.000

2 0 0 。 0 0 0

5 0 . 0 0 0

漁   、 、種 懇留若数 て戸数) 徒 業 者 敏 摘 軍

曳

紐

置

業

面

漁

水

底

廷

定

雑

内

勺

5 3

4 2

9 0

8 9

314

輸

318

確

1 . 0 6 3

菊

2.856

(含出抑

く入含漁賠乗組員を出稼と見徴す)

(合出稼)

1 9 . 3 5 0

137.600

92.理

2 . o 8 o

2 8 . 0 0 0

17.400

320

6.750

140。000

2 . 0 0 0

lZ】3

9 0 0

4.500

4.000

勢 。6 9 5

500,746

獣囀申廂嫡嫌蟹環鞠計

海
紗
喜
秋
　
〓玉
　
柔
そ
玲

3.000

発 . 0 0 0

的 。C00

9 0 . 0 0 0

1 0 0 . 0 0 0

4 4 9 . 0 0 0

10.∽ .000

" 0…
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調高産生身lj種漁

に  し  ん

た    ら

す  け  そ

さ    め

か  れ

さ

ま

ほ  つ

さ ん

さ

か

ヽヽ

け

す

け

ま

ば

そ の 他 魚

英 他 動 物

ほ  た  て

其 他 貝 類

海獣 (鯨を含ゝ

計

漁  獲  高

受 .875

4 4 2 。 1 2 7

2.534.994

8 2 0 . 勢

4勺 .905

235.681

627

1.612.909

266

16.969

9.703

287.492

34.580

1夕 .抑

2 0 0

1 6 . 3 7 0

6.628.432

漁  獲  高

3.

印 .932_

4.697.153

1 7 3 . 4 9 7

295.067

180.695

5 . 5 0 0

6 . 2 8 3 . 8 5 6

70.297

1 . 3 8 手

115.923

602.盟

217.314

44.600

35

9 8 . 6 0 7

13.240.126

1 . 5 8 6

13.264

63.375

49・215

17.636

64,27留

名

32.258

13

509

1 ,9比牛1

32.423

1 .036

7.352

12

711

315.697

勢

19。347

1 5 0 . 3 0 9

1 2 .イ45

1 7 . 7 0 4・

93.961

2.47s

182.231

4.077

字

5.796

112.628

8.280

1.784

1

8 . 鶴1

619.391

舶船 昭和 27年 4月 1日現在

別1隻数十励敷 数

船

船

鵬

服

船

舶

船

計

級

級

級

級

級

級

級

一

三

〓

四

五

六

七

合

103

3 0

7

235

1lo

485

7,716

1 9 0

59.4

2.509.97

67.12

39.87

2範 .31

8 0 , 0 0

2.982.27

百畷以上の動力船

五噸以上百噸未満の動力船

五噸未満の動力舶

五畷以上の無動力船

五頓未満の無動力船

内水面動力館

内水面無動力船

動 力 舶 T地 噸敗

無 動 力 舶 拝 均 噸数

19。3

1 . 1

所 禅 地
|

業事線無業漁10

田 走 漁 業 用 海 岸 局 綱 走 市 字 台 田r  電 話386番

を遥瞥を固るものである。

1 通 信蘭係

イ 漁 拶通信  午 前午後夜間の各割当時間毎に順序通信を費施し各舶宛連絡照会事項を通報する
口 気 象通信  網 走測候所より資料の提供を受け各局 (各船)に 放途を行う

事業概要  無 線事業本来の使命である人命財産保全に関する重要通信猫取に菖全を期すると共に生産増強 に積極的

・・Ⅲ 10・・・



配曖
鴎
醇
風
酵
麟
隊
降
貯
性
」
卜
に
昨
障
い
ト
ト
ｒ
ｒ
ｒ
，
戦
０
■
卜
Ｌ
ト
ト
ト
ト
ト
‐
ト
ト
ト
」
‐
卜
‐
‐
卜
ｒ
い
―
　
―卜
ヽ

ハ 摘 鯨通信  _日 本水産捕鯨部所麗船と 6月下旬よう8月旬進行つた _

2 通 信利用料

3月より12円迄の漁期中一般舶局につき月 3.o00円を徴牧する
一ケ年守均利用船舶局を323と 豫想年間 960.000円船鯨利用料釣・000円を得る計画である

3 漁 館舶舶局

第5暁 丸外勺隻 (冷凍中型機船底曳漁館)        .

第2千 歳丸外 1隻 `運搬鵬)

11   】開ト 産 昭 和 2 6年 度

―
―
ト
ー

刻
丹
―

12 調物産エ 昭 和 26年 度

督麿1諾|
伐

一
伐

主

一
間

夕・メレ亜
一
傲

主 伐 禅 喬

皆   喬

天 然 改 良

所 届  替

防 風  林

合  計

主 伐 皆 喬

間    伐

合  計

伐 探

面 積

気‖患憶端

2 o。4 0 2 . 5 0 5

3.108.375

2.392.393

4.044.943

466.114

30.414.330

5 .仲 . 0 0 0

1 9 0 2 4 . 1 0 0

6.464.100

主 伐

間 伐

主 伐 津 喬

皆   喬

天 然 改 良

所  園  替

防  風  林

合  計

主 伐 皆 喬

FF尋        母賭

合  計

石

２‐６
初
亜

一

‐

．

ダ

４
ヘ 主 伐

間 伐 間 伐

計 3 3 7 . 9 1 1高 13.23州1額 計

13.437  1         910,470

4.068  !        砲 .tjru

5.072  1       煙 .330

3.825  1         412.911

536 1     44・.Ъ25
26.938  1       1.950.214

食 品 工 業 | . 1・ 2 5 7 . 6 1 5

製 材 木 製 品 工 業 1     1 1 6。 3 1 6

家 具 建 具 製造工業 1      1 3 . 5 1 4

印 刷 出 版 工 業 1     2 9。 9 7 6

化 学 工 業 1   3 4 . 0 9 4・

金 属 製 品 製造工業 1        2.鶴 1

機 械 工 業 1   8 , 0 5 2

運 輸 機 械 器具工業 1       3 3 . 7 2 1

そ の 他 の 工 業 1     2 . 5 3 0

計      1     1・ 498.699

食品工業中の水産練製品の生産額は684・.784.810円

ⅢⅢ  ll ・ ・・



(=銀 行合計) 昭 和27年 10月 末日現在

10月 中預入総額 TO月 中沸出総額 10月 末現在高

1.762.745。 131 1.729.917.167 796・061.317

10月 中貸出組額 10月 中回収総額 10月 末現在高

605.798.854 625。467.281 661.673.027

，
Ｅ 融

預

金

開設年月日

=臨 道拓殖銀行脱走支店

北 陸 銀 行 網 走 支店

北 海 道 銀 行網走支店

北 洋 相 互 銀 行 納 走 支
1設 立 年 月 日

2資  本  金

3預    金

大正 11年  5月 15日

昭和 25月 12月  1日

昭和26年  6月 13日

店

昭和8年 10月 5日

昭和27年 10月 31日 現在

前 月 末 比 較高

前 月 末 比 較高

(△字は減少)

当  座
1普

 通
| 雫   期   | そ (掛

の
金;他

4 1 . 3 8 1 . 1 8 5 . 274.843.004.66
(218。929.381.08)

4貸  付  金

守 形 貸 付 1証 書 貸 付
|

金信 昭和27年 10月 31日 現在

沸 込 出 資 額 積 立 金 1借 入 金組 合 員 数 出 資 組 額

鯛走信用

金  庫

25.995。450理到

有 慣 避 祭 預 金 現 金 高

9.005.576.40 135.948.526.21固

田  蹴

2.u押じ.365,

貸 付 金 高 貯  金  高

418,7C2.o16.

網 走 郵 便 局金

局

貯替

便

篤

方
郵

１

３

昭 和 2 6年 度

郵便貯金預金

振替貯金受入

郵優篤替受入

100.821

5.538

18.367

9 9 . 0 5 5。3勢

48.849.009

77.063.419

郵便貯金沸戻

振替貯金沸渡

郵便篤替沸渡

鶴 . 6 8 3 . 0 0 6

11.606.980

2 4 .範 . 4 6 8

晋!罷|

"・ 12・・・=



2簡 易 保 険 郵 優 年 金 昭和27年10月31日現在

区 別
1抗

入 件 数
十

契誌旬保険 金
1黛 恙 埋 1昭震晨8察 撮癌

け

4組   合

綱走漁業協同組合 (網走市南三際東=ア ロ三番地) 昭TE27年10月30日現在

組 合 員 数 1出 費 総
.額 1沸

込 出 資 額

正組合員 394名

準組合員  55名

合 調
a 竹 9缶

有 便 誰 舞
1預

金 現 金
1貸

 付  金

積  立  金

2.卸 .7範国

―

ギ

役 員 数

榊走市農美協同組合

組 合 員 数 出 資 組 額

勢 .642千固

沸 込 出 資 額

昭和″年10月31日現在

積  立  金 借  入  金

628名

有 便 詮 外 付  金預 金 現 金 役 員 数 1職 員 数

西網走農業協同組合

14名 1   28名

昭和27竿10月31日現在

借  入  金組 合 員 数
十

出 資 総 数 弗 込 出 資 額
1積

 立  金

9,7.600円
1  仰

鉛.856円

有 慣 麓 祭
1預

金 現 金
1貸

付 金
1貯

役 員 数 1職 員 数

範.6y.韓3円
| ク ・ぱ丹

807円 16人
1   33べ

網走中央農業協同組合

組 合 員 数 十 出 資 紹 額 抑 込 出 資 額 積 立 金
1借

入 金

365.歓0円″
1  66.586.的

6円〃

有 慣 護 祭
1預

金 現 金
1貸

付 金
1貯

― | 62.428.勢 円70

役 員 数 1職 員 数

・・・ 13・ ・.

27.883.638円 26 14名 1   29名



南網走農業協同組合

組 合 員 数 1出 賛 線 額
1  沸

込 出 交 額

範 名
|

6.825.000円
1  2.386.000円

昭Tr127T10月31日現在

積  立  金 借  入  金

97ア.000円 50.515.000F電

有 慣 霞 祭 1預
金 現 金

1貸
付  金

1貯
金

1役
員 数

1職
員 数

健

療

".360.000円

衛  生

内科小見科 耳鼻科 限ド'外 鮮 皮膚餅 泌尿 放射 産婦八科 X線

外科 婦 べ科 皮 膚 泌 尿 性 病科

内科 ガヽ見科

内科 小見騨

内科 小 見科

外科 甚 婦人科 性 病

小見科

小見科 内 科

内科 な 見科 (刑 務所専用)

産鮮 婦人科

外科 産 婦人科

■
】
一

8  伊R

l病 院 診

名    稀

観 走 保健研

樹走厚生病院

田走中央病院

井 林 診療所

加 瀬 ″

吉 村 ″

藤 田 ダ

中 山 ″

小笠原 ″

三 眺 ″

金 川 ″

水 谷 ″

昭和ク年10月31日現在

1 1

2

1

1

2

1

1

1

1

1

1

∞

郷

‐９

‐０

拒

‐９

０

１

∞

　

８

Q
歯 科 圏院数 歯 科 署 師 薬 剤  師 助 産  婦

3環 境 衛 生 施 設

放 館 業 1浴 場 業 理 髪  業 美  容  業

4墓 地 及 び 火 葬 場

昭027年 10月勧日現在

獣  督  師

昭Tr127年10月31日現在

業 1 火  葬  場

昭和解年10月31日現在

場 .

1神 骨 堂 数

・権
■

Ｌ
，

督

他の

市

そ

督

他の

市

そ

ヘク
宅ま静

|

"・ 14・・・

2歯 科 署 そ の 他



6居 場 及 び 居 蓄

7 結 核思者綾生及び死亡者敗調

市 町 村 名 1納 八 日

8 最 近三ヶ年結核患者発生及び死亡数、

種 別 1男女別

昭In27年1月1日～昭和27年10月31口現在

昭 和 2 6年

貯
醐
レ
確

帥韓鞠町計

ィ
　
跡
薄
綿
健

関

　

係

そ
の
他
の 暑|

尖魯り1死亡者数

亡 1費   生 1死   亡 |

・・・15・・・



昭 和 26年

昭和25年 十昭和菊年

9 結 核患者年令別機生及び死亡数

的
‐９
ヤ
″
鶴
勺
２
７
郷

３

８

６

‐３

行

卸

６

７

碑

２

１

０

３

‐４

何

８

‐３

受

７

‐１

何

“

範
″

郷

１６

如

５‐

的

一
客

５

一
・ 密

２

一
客

一

0才～  4才
ン
 5才 ～  9才

10才～ 14才

151た 19才

20才 ～ 郷 才

30才～ 39才

40■ ～ 範 才

5 0才 以 上

計

種   丹 ! |

者

亡

息

死

者

亡

息

死

者

亡

息

死

者

亡

息

死

者

亡

患

死

者

亡

息

死

，一　
ｔ
中
や

流行性描脊髄

膜炎

翌
　
３

者

亡

一
者

亡

7

雑 ! ヽ

10 最 近七ケ年博染病較生状況調

デ フ テ リヤ
図
　
７

　
一　
一
　

一

愛 診 チガス

ド・16,中



過去五ケ年季均10。000人営 )思者機生数

チ プ ス |パ ラ チ フス

昭和 2年 度
息者

死亡

愚者

死亡

1 .召К3

0

0.85

0

0.26

0

一一
１

豊

―

瑠

増
・
ヤー

☆

…

・‥

＝
―

―

息 者

死亡

息音

死亡

″   25 ″

,   26 ″
音

亡

思

死

0.76

0。25

0.25

0

息者

死亡

0.71

0,05

飲 料 水 につ い て

営市の歓料水の水源はその殆どを井戸水に求めて居りその水質も昭和20年10月における調査の結果アンモニ

ヤ航酸を合有する歓料不適水煮沸使用のもの等多数愛見せられ欽料適と指定されたるものにしてもその全部

が石友予に盛分を含有するがために長に欲料に適する飲料水は僅か数ケ所の出麓湧水に止まる状態にて昭和
27年度よう水道事業を賢施すべく願遥び中にして本事業完成後における水道簡生により市民え健康ほ著しく

増進するものと確信する。

昭 和 25年 昭 和 26年

6 7

33

100

欧 性 下 府

4

4

イ03

4 3

146

・・。17・ .・

男
女
計

一男
女
計

ｙ

２６

鶴

投
　
的
　
紀

男

女

計

男

女

計

３

１

４

一
裕

的

０５

11性 病 思 者 届 出 数



員

「
生12

寸
マfr~~~十 ‐― __  ャ ー ,                、 =.~  lir'イ 【

13 民 生委 員担営世帯 八日調

14 生 活保護法による扶助調

軽T~前 1世 蔽

生 活 扶 助

教 育 ″

住 宅 ″

医 葉 ″

生 業 ″

葬 祭 ″

出 産 ″

計

1 5 .引 揚 者 jrA容 所

設置年度 1収 容 所 名 1紹  工  費 1総 坪 数 十

昭和7年 10月31日現在

昭和27年10局31日現と

劉
嬢
行
‐‐９
∞
解

拘
的
‐８
範
ヤ
期

考

卸
２６５
３２９
駆
６
‐７
‐０
２６５

く )内 は補助額

昭 和 22

夕  22

, 22

″  22

″  23

″  24

″  25

″  25

第一牧容所

第二″

第三 ″

第四 タ

引場者住宅

同  す

同

同

234.278

(135.ooo)
3 1 3 . 7∞

(174.500)
3ア.400

592.500

(592.000)
6.703.820

(6.2′2.500)
690.000

(529.o00)
1 .∝9 . 4 0 0

(681.100)
1 . 0 3 4 , 4 5 0

(681.100)

212.5

147.75

76。25

297.05

760.0

62.5

70.0

70。0

2 4・

18

14

2 0

100

1 0

5 0

5 0

1 2 0

9 0

7 0

1 0 0

500

50

250

250

鯛走市字大曲

″  北 七際西五丁目

'  北 一際東T丁 目

″  南 =際 東三丁目

″  字 新町

″  字 大曲

″  字 台町

″  字 大曲

・.. イ8..・

E双智肩再孫戸‖菖翼菅 腰昨珂瓢 奮証陣韓斬印議1備 著

第一方面

第二方面

第三方面

第四方面

第五方面

計

‐１

ヤ

９

‐０

８

弱

ヤ

‐９

９

仰

８

６３

市街 (南方面)

市街 `北方面)

北漬地区  !

卯原内地E

藻琴地直

第一方面

第二″

第三″

第四″

第五 タ

計

2.648

2.208

566

834

6 1 2

6 .醸

14.066

11,895

3 . 6 o 4 j

5,313

3.939

38.817

155

122

62

83

76

下的 109

盟
６６。
ω
田
４９２
６‐６



・十
一

よ．一
七

16 宅
.住

民麻

設

体

施

田

撃会油

同

()内 は補助金 昭 和 2 6年

()内 は補助金

昭 和 26。 27年17

E

批 含  事  業

打1 網走市立保育研

21 財 国法人田走慈恵院

綱走市民生援題会

昭和 221 木 造柾葺守家建 2 . 1 6 2 .範

(593.∞め
2.600。000

(1.300.OoOD

6.281.017

(3.085.085)

6.4・25.580

(3.213.290)

奔播 嬰 鞠

轄薔嬰 催 )

9補1  属1 9。露
2.649.o00F
(2.402.300)

11補1 昂 1郷露
6 . 5 5 7 . 4 X ) F
(6.307,908)

10.7 1  13.9 1 1.518 2 6 . 6 7 6。郷 F
(16.907.808)

121   29

10 1   20

1 1 1 ・ 3 0

111  30

….19・ "



下 さ !十 1卜   ●

■ 9′教 育

11.串
  枚 .

1小  學 1校

化

昭和解年10月31日現在

/1學
響 1教穀 |

中  園   ″

青 根 内  ″
t嘉 多 山  タ

:浦 士 別  ″

i呼  人  ″
｀
北   漁   タ

丸   蔦  ″

野子

市

雷賃署二 /

ク  字 ダD原内 //

″  中 園 イ

″  青 根内 //

″  字 嘉多山 イ

″  字 浦士別「

″  字 呼代r

夕  字 北濱―

″  字 九蔦 /

″  字 縛富ト

″  字 ,ヒ取
｀

″  字 紹浦 ィ

″  字 畳郷
~

″  宇 三見ケ降
″  字 山里

【

″  宇 干和 ′

″  字 潮見
し

'  宇 東網さ
・″  字 清肺

″  字 藻琴ヽ

″  字 美岬 /

″  新 町 ′

″    弓F,g巧こ

28

25

7

3

2

4

3

4

3

3

3

3

3

2

2

2

2

1

1

1

5

1

12

1

121

3 0

32

8

4

3

5

4

5

4 ・

3

4

4

4

3

3

3

3

2

2

2

5

イ

14

2

1 5 0

≡
■

‐．
∴
，
■
■

～
、
　

ヽ
手
鮮
■
卓
ツ
■
，

ｆ

与

一
″

…
稿   瞥  ″

能   取  ″

鶴   浦  ″

豊  郷  ″ .

三 見 ケ岡  ″

山   里   ″

宇   和  ″

潮   見   ″

東
｀
田 走  ″

清   浦  ″

藻   琴  ″

官ヒ収小学校美岬 分 Ⅲ校

鯛 走 西 小 學 校

西 能 収

合     計

鍛

６３‐

‐５２
・

ｙ

磁

弱

湾

弱

硫

α

聞

７５

６‐

勺

５３

範

∞

鶴

２７

‐３

９９

４

３‐５

・
拒

塑２

酔

的

確

拘

的

歓

鶴

財

∞

田

６４

６２

頭

第

７

４８

“

２‐

第

帽

鶴

４

駆

‐０

価２

1 . 3 2 8

1.211

294

1 2 7

104 ‐

1(敦9

156

172

126

打20

12

137

115

6 5

9 0

91

鶴

54

5 2

31

1 8 7

8

613

23

5。4・7 8

"釣 …



″°

2 中

被 名 1所 地 1学級数 十教員数

昭和解年10月31日現在

第 一 中 学 校

第  二   ″

卯 原 内   ″

中  国    タ

丸  菖   ″

涌 士 別  ‐ ″

呼  人    ″

北  浸   ″

嘉 多 山   ″

台色   収     ″

臣  弊   ″

雷 根 内   '

藻  琴   ″

浦 士 別 分 校 清 浦

合     計

椰走市字台町  て

夕  Jヒ 十際西四 く

″  字 卯庫内、

″  字 中園
｀

″  字 丸蔦 、

″  字 浦士別
｀

″  宇 呼人1

″  字 北贋 ヽ

″  字 嘉多山 ヽ

ウ  字 能取 ｀

夕  宇 山里 イ

タ  字 言根内 ＼

夕  宇 藻琴 (
″  字 清浦

13

15

5

1

2

3

3

2

3

3

1

3

1

57

21

2 2

7

2

4

4

5

3

5

3

5

2

6

334

. 3 9 8

94

2 4・

2 8

5 6

奄

36

5 2

36

54P

28

5 8

7

1.251

301

364

94

3 0

3 0

字

65

3 8

4 9

35

4 8

23

64

7

1.195

範

762

188

5 4・

弱

103

111

74

101

71

1 0 2

51

1 2 2

14

2.446

3高 等 学 校

補 1所

昭和27年10月31目現在

地 1学 級数 十教員数
―一

巧ゴ
生―

T―

丘高等学校

高等学校

制高モ畢校

計

4そ の 他 学 校

網走市字台町

ク北十際西四丁目

″  字 台町

15

13

7

35

２６。
駆
塊
４９６

的

牙

８

６５

‐
２５
０
佑
１
１

任
任

廉瀬諏鞠葬帥

496

369

184

1.049

7 5 6

577

212

1 . 5 毎

機

昭a27年 10月31日現在

昭l127年10月31日現在

名
t

1朗 学級数十教 員 数
網 走 市 教 員養成所 組走市字桂町

所長  1
所員 専任3

給仕  任 子

成 人 學 校

網 光 愛 香 幼 稚 園

網 走 高 等 技墓学校

ヨ レ ン ス 洋裁学院

=浦 洋 裁 學 院

ドレスメーカー女学院

綱走市北十際西四アロ向陽高奪学校内

網走市南六際東三丁目

″  南 六際東三丁目

″  字 新町

〃  南 五際西三丁目

″  南 六際東五丁目

1学級数 十教員数 十

8

6

9

1

4

3

6

3

10

2

8

5

7 0

415

4 0

9 9

5 2

1 2 0

1 0 0

415

4 0

9 9

5 2

綱 走 市 教 育研究Tr



2 泄 倉教育闘係施設

1網 走 市 立 固 書 館 昭 和 2 6年 度

!き 任  職  員 |

2道 立 網 走 地 方 巡 回 文 庫 昭 和 2 6年 度

尊 任  職  員
″
開 館 日 敏

1讀
書 会 数 会 員 総 数

十 運
管 状 況

事

書

補書

室

司

司

閣賢讃書会累計    243会

同上人員累計    4.002名

藝術 1語学 1文写

引 叫 」 引 判 引 判
3綱 走 郷 土 博 物 館 昭 和 2 6年 度

年 間  40・ 212人

責 任 者
|

開  鶴  日

日曜、察日の翌日休

年中開舘

長
手
仕

館
助
給

博物標本 鳥類 魚 類 昆 虫類 錬 物類

醐者数 ‖ 一

陳 列 資 料 類 目

植物懐本 食用 粟 用 飼 料用 工 業用 有 毒物

そ の 他 大慎型図 気 候 風 上 雨 量

小変 燕 奏 裸 参 馬 鈴薯 薄 荷 水縛 茶豆類 甜 茶 亜肺

畜  産 馬 牛 緬羊 山羊 豚 養兎 養鶏

農  産

漁 獲 物
|
鮭 鰭 鱈 鰈  帆 立貝 蟹

加 工 物
1簾

製品 千 魚 魚 粕 魚 油 健詰

そ の 他
1漁

獲状況批びに製造過程等の模型園表

用材 パ ルプ 枕 木 ペ ニヤ板 マ ツチ軸末 錯 筆材 パ ルデ製品

錬  業
1金

 銀  流 黄 水 銀 各種錬石の標本



歴 史 曇
|     1麿

芸府時代の碑油遊びに運 L屋等の資料 屯 日兵時代その他の開拓者の関係資料等

新室
1緊|

石器 土 器 骨 角牙器 金脳器 そ の他モヨロ貝家の断面標六 貝 塚中の埋葬賞写遺日
物の分布図

アイヌ人の生活状況及び当時つ用具類を蒐集し篤長 ジ オラマ等を陳列 しているじ

定R70笛を収容し得る設庸を有し各陳列品の特別説明や謡僚会 研 究会 そ の他の会合
に5刺t3してヽ るヽ

1 約
7坪の明るい室で貴賓の懸接や休憩室に利用する

(三階) 螺旋形の階段を昇オ明ま丸型の塔室で網走市街は勿論オホツク海知床牛島の秀峰を一目に
望むことができる

智キ嬰震毒観嚢傘街暑揚鶴果ぶ髪習
その他督内の名所や産業状態の篤長アイヌの丸本舟

市

立

置

坪

働

走

設

位

総

磐

化

体

衛

体

他

激

団
　
　
業

会就

努

官

事

英

4嗣

庫 1 舘内事務室にあり 郷 上史その他の研究に供 している

働 会 館

昭 和 25年 8月

納走市字柱町 (桂ケ岡/AR園内)

449坪 (大集会場 和 室 各会議室 映 篤曇 食堂

館 使 用 状 況

勺

52

127

73

81

382

育 文

国

使 用 概 要 1使 用 件 数 使 用 延日数 十 備

56

54r

193

7 8

8 5

466

民  館

和 2 6年 7月

走 市 字 嘉 多 山

. 5坪

宿泊室 娯 架室)

(昭TH26.打～12月末迄)

打20.560円

5  公 呼

鶴

和

輸

搾

２

民

昭

網

６２

和昭

公

立

置

坪

里

設

位

撤

出公

昭

鯛

８５

館

山

立

置

坪

設

位

総

多

度

27年

字 山 里

1所  在  地 1学 級 数 教員政トー再

昭 和 2 6年 度

田走市立 成 人 學 校 9名 110名 180名



ざ
・
ミ~ ■ :1 ‐ ifギ雫す 十一

E

青  少

婦  人

文  学

青  架

演  劇

美  術

舞  踊

団体数 十会員敷
24

6

4

4

2

5

2

985

1.590

115

196

3 2

78

2 7

古 典 藝 能 圏 体

とJ 版  国  体

体 育 国 体

レクリエーシヨン団体

英   の    他

以  上

年

国

国

国

国

国

国

体

体

体

体

体

休

体

国 3

打

イ2

打

4

6 8

25

2 2

1 . 6 0 0

200

1 2 6

4.996

7 文 化団体及び青少年婦人圏体tBI・況

8 電 話 加入者ラジォ騨取者数 昭TH27年10月31日現在

・
 分   | 力

円氏黎取者数 |

入

取

加

聴オ

話

ジ

電

ラ 重|
3泄 寺 宗 教

世帯数 6.726 駆 奪69%

722

4.696

献|
寺  院 1長宗 日蓮宗  11椰 上宗  11曹 洞宗 3 長言宗 3 親留宗 1 1 天 台宗  1

教  会 1天理教

４

　

一

５ 金光教  11黒 住致 11 扶 桑教 1 基督教 1 御験致 2 1 そ の他 2

″ 10 運

1 道 路鉄道軌道夕ヾス

地 方

線|
2 網 走騨輪暑状況調

輸

潮

通交

昭和27年10弓31日現在

129.97

輸  途  量 |

昭和2C年 1月～12月 1ケ 年間

褒着別 1 輪 逢  量

9範.778代

922.368人 霞  途
数

数

専

駈

蚊

数

尊

施

6.600事

R 3 . 1 4 0 d

7.4鶴草

100.392買奎

13.4841田

12.4501田革一
到  漕

35.3101田

71.1051田

4.135越

2.968板雪

1ヽ!,↓



２３

　

４９‐

革

ス

タ，
他

車

耳

鷺

車

一

ツ

―

ラ

一
鶴

乗

．ハ

■

そ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

自

動

車
！

自

罵

馬

荷

リ

=齢 事  四 輸革  そ の他

組走古爾2際 東 1丁 目  電 話220番

昭和ク年10月31日現在

昭 和 26年 度

昭和ク神 0月31日現在

`観走郵便局)

察 沿 防

1警

外に国家地方警察網走地豆警察署がある。

2消   防

初
　
駆

間

日   2 F   均

警
■
日

打
ロ

H     ・ 可
 |  …

 ～  ・ コ・ ・ ・ 刀  ヽ 何

 | ′

ノ, い ″口

1  巾
馬 町J  r r J ヤ ぃ 本 十 J  H  1    0 2 4 番

画 分 1警基司             1主 事 1書 記 1技師 1技 手 1 雇 1 計十 一

1 111 打 |百

夏

1 71引 「 司 司

百

1~司

~百

郵 便 物 種 別 引 受 物 数 1配 達 物 数 備 考

普 通 通 常 郵 便 物

普 通 速 達 郵 便 物

書 留 通 常 郵 便 物

書 留 小 包 郵 便 物

普 通 小 包 郵 便 物

1.897.169

1 7 . 2 1 6

43.475

7 , 2 0 8

12.196

1.664.243

11.338

20.055

13.055

20.594

昭 和 2 6年 度

消 防 本 部

遠  藤  熊  昔

昭和豚申 0月31日現在



司 令 長
1司

令
1司

令 補
1消

防士員
1消

防 士
1消防士補

1干

21    36

数十分国名 所   在   地

所 在 地

圏  長

副 国 長

分 国 長

本 部 長

部  長

班  長

国  員

計

1

1

6

1

11

2 2

193

235

第一分国

第三分国

第三分国

第四分国

第五分国

第五分圏

９３

３５

鍋

第

２

２

田走市南2際東 1丁 目

全 字卯原内

企 宇北潰

全 字呼人

全 字藻琴

全 字鱒浦

2 0 1 91
1長 柄 鎌 1掛 言      |

21

貯 水  楢

陸 1火
の 見 台

池

警 報 通

信 施 設 11

触 1号 1売|

・・・ 2 6 ・ ・・



12  行

市 役 所 機 構

十二   十

3 市 長、助役、IPA入役、課長、市含議員その他委員調

'市   長

就 任 年 月 日

″ 22年 4月 4日 代理 大  島  光  雄 |な し 1 網走市宇台町

2 6年 4月 4日 苦 田  業 者 |な  し 1 網走市南六際東四丁目

政

雅

′
　

　

　

　

　

日

長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

市

２

9

14

lo

23

18

9

9

18

4

2

打

1

/す
′
αヽ

4

1 3 0

外に

給仕使丁

編除婦等

11名

4

4

2

8

6

4

5

4

４

５

１

６

６

３

２

０

３

書

務

水

務

政

生

生

設

道

事

　

肇

一

歳

側

撤

商

統

農

厚

衛

施

水

議

選

監

秋

歳

昔 田  築 音 |な  し 1 綱走市南六際東四丁目
26年 4月23日



昭和22字 6月 10宮
1 南

就 任 年 月 日

就 任 年 月 日

留召和22干 5月 20日

1箕派別

1窯
SIk別

網走市南 6際東 5丁目

電 話 1摘  要

撤 務 課 長

融 書 課 長

税 務 課 長

商工水産課長

農 政 課 長

厚 生 課 長

衛 生 課 長

施 設 課 長

水 道 課 長

氏  名 十年令

主導 (―級)1 上  野  善 雄 1 46

主事 (一級)1 町  田  耕  造  1 32

主事 く一級)1 庄  田    岡 ‖ 1 37

技師 (一級)1 大  島 光 雄  1 6o

技師 (一級)| 夕 |1 口 治  男  1 42

嗣走市南12際西 2丁目 | 1 蟹顎野整誕垂
5月

鯛走市北 8際西 4丁目

ク  Jヒ 3際西 1丁目

宇離町

字台町

北 8際西 5アロ

南 5際東 2丁目

南11際西 2丁目

字台町   ｀

南 8際東 6丁目

5  議

就 任 年 月 日 1箕振号UI  住 所 1電 話 1摘

女 1自 由霊 1 納 モ市南 4際東 1丁目 |

女 1自
1白巣 1 網走布南 4際東 1丁目自″ 26年 5月 日

T F

6 高 〕 議

百 屯 治 1民 主熊 |

1其派別 | 1電 話 |

|   |
閣 郡 議 綬走市宇藻琴 1藻琴 41哲 =

れ
一れ

自夕 26年 51 日自夕
~窺

市 q~日
~「

高百覇 網 セ市宇藻琴 1藻琴 41 再岡  哲 二

7監 奄 委 員

|   1 学 識経験者

|な L夕 1 網走市北 3際西 2丁目

1翻
別

|

|な
し

|

＼

・・・ 2 8 ・ ・・

網走市宇呼人



β 綱 走市議会議員

農

紹

梱

農

厚

農

農○

女

三

一

和

郎

子

郎

蔵

開

郎

一

賢

一

苦

郎

夫

春

一

作

郎

せ

順

治

昇

郎

二

男

人

男

雄

太

　

　

一
　

　

　

一二
　

　

　

　

　

太

　

　

　

　

一

村

哲

敬

良

仁

賀

由

節

　

多

朝

久

築

爾

太

辛

芳

柾

藤

繁

い

　

辰

　

儀

直

北

茂

武

政

辺

岡

岡

作

西

辺

田

川

屋

田

田

村

里

下

田

　

木

西

川

　

川

野

木

井

井

田

田

田

野

田

田

月

間

中

渡

岡

黒

守

土

古

牧

有

木

高

林

鈴

葛

吉

倉

中

草

杉

瀧

酒

角

廠

窪

辻

高

醸造業会乱 長々

農業 農 業協同組合長

放館業

日本通運事務員

欽食業

隷

金物販寅業

農業 農 業協同組合長

飲食業

津業 農業務同祖分長

生活協同組合職員

深t業

会乱々長

逃材製H業

漁業

会荘々庭

会成々長

農業

膿

磯迭美

無業

農業

農業

農業

会赴電役

囲民健康保険組合理事

農業

陵造業

農業

農業

南四東一の八

藻琴九〇

南六東=の 二

南十一西四

南四東一

6に取二五六

南四西一の五

嘉多山三〇

新町一二

言根内二六八

南三東=

南F東 =の 大

南七西三の一C

緑町一   代

南七東大の三

南■東一

督郷三〇一

中園一七

南四東五の二

北七西一の三

南一〇西四

JD原内八一

南八西―の三

呼人三四一

新町一三

北五西一の一

潮見一一〇

南九西三

天都山=六

集一四三

商工水産

農  政 1 教 育文化

商正水

農

{繋暴化委難
組務委員長

商工水産委員長

都市計画委員長

港湾土木委員長

監査委員

警察消防委員長

農政委員長

委員長

委員

ウ

総  務

⑥ 商I水 辞

厚  針

港湾土木

厚  生

港湾土木

警察消防

③☆F市計画1 警

商王水芦1 教 育文

商T水剖 港 電

農  政 |○港湾土木

港陶 Lオ1 教 育文

商r水 産1 港 湾土木

〕都市計画l③厚 厚生委員長

教育文

厚  生

教育文化

と都市討画l⑥警察消防

教育文イ[1 厚  生

都市計画

警察沿防

教育文化

港湾土木

0 選 零管理委員会委員

就任年月日司
~及

翻 朝
|

店
骨

昭和

タ

25年 5月 30■

25年 5月 30日

26年 3月 16ョ

27年 3用 イ日

雄

人

迷

三

光

稔

耕

弘

島

田

田

升

大

山

町

梁

な

な

な

な

し

し

し

し

網走市宇台町

″  争 化演

〃  南 5際束 2丁目

″  新 町

295

北演局

86

住   閉
1  常

任 委 員

農  政
1 教

育文イと



'1 公 安委員会委員

12 /AA2F委 員会委員

任 命 年 月 日

昭和25年 3月  7日

″ 26年 3月  7日

″ 2 7字 3月 3 1日

秋

阿

贋

永

夕i i

夕i l

明

農ほ

治 郎

網走市字桂町

ウ  北 ―際東こ丁目

″  南 五際東二丁目

網走市南四際東六丁目

″  南 七際西三丁目

″  南 七際東三丁目

範

149

2 1 7

委員長

委員

委員長

委員

任 命 年 月 日
|

昭和26年 8月 24日

, 26年  8月 24モ1日

″ 2 7年 3月 3 1日

東

/Jヽ

鎗 野

蔵

人

雄

重

守

行

出

室

目

4 昭 和26年度中主要事業調

名
1内

昭 和 2 6年 度

紹 工 費
十
一
百 張 詩 廓 鉢 折 悶 鎌 開 ど 験

藻 琴 イヽ學校便所改築工事

綱 走 市消防署堀改築モ事

網走市第=小 学校新築
~E事

丸蔦小學校 舎々並に校長仕
宅新薬工事

第=小 畢険内外線電気
~r事

労働会館務=期 工事の基礎

能取小中学校便所改築工事

天 都 山 展 望台新築工事

第=小 摩校校長住宅新築工事

第 一 中 嬰 校 増 築工事

第 二 中 学 校 増 築工事

公 営 住 宅 新 築 工 事

藻 琴 中園間道路改良工事

観走釧路間道路零院橋架替
工事

縛 富 南十一銃僑架替工事

浦士別十八繰道路修紺工事

浦士別中園間遺路改良工事

】し中 央 通 繰 衝 路事業

嗣 走 港 改 修こ導負担金

鱒 浦 港 工 事 負 担 金

坪数13.50坪 (木宇屋)
延面積125,50汗

汗数28.50汗 延 面 不明

幻数419.卸 (本と三階)

三階♀浮!器 延
419.的

押敷190・的 本す舎165.50

住宅25.00延 190.50

基礎延長 110間

既在部分延両猿32o,oo汗

打数18.oOメF(木 T)
延面積236.25坪

坪数30。40(下 屋建)
一階16.20 屋 _生14.20

汗数25,00(TE屋 建)

押数211.50汗 (_階 建)

三階

138:盟
延″ ・∞

打数抑9.75(三階建ヽ

三り
138i欝 延765,00

坪数310.00(宇屋建)
=厚薯錦i器延卸0.∞

延長1・釣い1幅畏3.6m
他 し巾員=有効巾員

延=6El=通18m
巾=4nl木だ!簡椅

延=6nl=連18m
巾=4m木 避!桁僑

延=1.133m 巾 =5m

延長=4.000m 巾 =4m

延長=121.57■■ 巾 =25ni

物揚場601n浚 洪7.側 立米

骨材探取のみ

毎 9

3.019,

3.807.

344.

こメ3 陛牛 .

345.

350.

1.821.

635.

1.5G6.

5 0 0 .

＼
　
　
　
一

】く
―

【



市 史 編 燦 事 業

臨時市史編纂委員会 t市制施行記念事業)
打.設  置 昭 和 2 3年 1月 3 0日

2 .事 務 局 i市 立 網 走 図 書 鶴 内

3. 委   員   ① 市議会議員 (設置営時の)よ う 6名

古川藤作  月 岡敬一  本 下爾=吉   辻  武 男

昭 和 8 7年 1 0月 現在

酒井 微  黒 川節蔵

O市 吏員より4名

南部 正 (助役) 大 内=治 (撤務課長) 大 島光雄 (施設課長) 菊 藤孝三 ぐ教育

課長)

①学識樫験者より若干名

‐宮本金女  米 村喜男衛  林  徳 治

4.顧   問   高 倉新一郎  河 野賢遭  費 田囲宇  Jlld滋  佐 瀬市太郎

5.専 任職員  編 環長 田 中最勝    事 務担営 川 村俊雄

6.状   況   市 史上各 (先史時代原史時代)原 稿完成  目 下下巷編纂中

5市 政 日′

要摘

5

10

″

13

15

17

2 2

4

9

″

10

12

15

タ

17

18

2

2 8

3 0

2

4

5

10

山火豫防森林愛護組合長会議

農地委員会       ｀

海上保安罵顧問ジヱームス氏一行末綱

観光観察賞施打含会

藻琴小寡校開校式           B

北見財務部管財第一 二 課長宋嗣

生活物資苦情相談座議会

北見財務部長及埋財課長宋嗣

土地改良事業施行協議会

道林務部笹本技師宋嗣

道有岡安師宋網

観光櫻黛 り

綱走市貸付牛管理委員会

農地委員会

教員養成所開所式

大蔵省主計局地方財政係長宋綱

銀凶漁】策打合

民事部マーチン氏宋網教育状況耐察

遭土本部都市計画課建築係寅石藤技師舛網

鯨凶漁翻策陳情国日本L

農政常任委員会議

故遠藤熊吉参銅像除幕式

米飯提供業者登録項扱会議

道失業期策本部企画課大風次震宋鯛

木製品工華設計技術講密会

住民毬鉱説明会

クレーマ女史文化国体覗察宋嗣

打打日退網

囲有地腕祭の篤

財政状況調の篤

天都山造園現地調察

清掃美化運動質施状況開察

打5日迄

財政状況調査の篤

都市計画事務打合の篤

鰊凶漁状況調査

11日遊

労働や館

市役所

商工官慧所

會議室

労働宙鶴

",31 ...



イ2

13

14

15

16

18

抑

″

21

2

2 4・

2 5

2 6

1

7

9

10

11

13

14

15

16

17

19

2 0

2 2

23

24・

2 7

2 9

3 0

″

打

タ

3

4

6

7

9

12

道土木軒都市計画課進藤主事来組

嘉多山公民館醍察来撤道教委楠外 1名末嗣

商工水窪常任委員会

電気料金値l説 明会

嘉多山

労働宮舘

″

漁葉協同組合

市役所

西網走農協

商工曾議所

市役所

弟子屈

會議室

向陽高校

市役所

商工曾議所

三中校庭

市役所

川向

市役所

密郷小學校

市役所

川向

市役所

りD原内中寧校

謀琴小中学校

嘉多出公民館

支隠

市役所

労働雪館

一ヽ

戦

…―
――…
“

小水力自家委電施設現地調査

護岸衛生及護岸使用料徴牧打合会

農地委員会

農林省続計調査部員一行18名宋網

樹走川水質調査費施

農業技術員連絡協議会     |

農林省漁港課長宋網

物産展示品許会打含会

文部省黒板技官史跡天然記念物覗察宋綱

道水産常任委員―行末網

市内小中學校長会議

定例市議会

成入学校開所

開繊懸葛西副士幹一行宋嗣

衆議院轟商産業委員―行 6代宋網 ｀

農地委員会解散式

道民事部ヘーガ氏教育耐察宋網

市青年圏体育大會

遺建設部住宅課石原主事来綱

農業致良委員会解散式

農業調整委員曾解散式

納走市貸付牛管理委員会

海水溶場濱開き

全囲教育長来網 20名

農業委員選嬰

豊郷J 學ヽ投落成式

夕張市商工振興鍋策委員一行 6八末鯛

函館水道部長宋網 fl

海水浴土用子の日行事

衆議院水琶常任委員一行 6人末綱

卯原内中學校落成式

藻琴小中学校落成式

開霞局営房長林森次郎道土本部港溶諜砂田事務官宋網

嘉多山公民館落成式

道土本部稲市計画課◆野技師宋網

物産展示会打含会

農業委員会

道林務部田中笹本技師宋網

封ヒ大真井耕象氏タト2名宋網

夏季大学開講 (9日  10日 )

観光港祭う

" ・ 母 2 ・ ・・

網走市街路事業打合の篤

北電註員宋網

道騒寺西技師来観

北大香山障士一行 4名

鱒浦港調査の篤

轟襲発蟹名
1日 2日

港湾耐察

囲政調査

禽難覇ダ
調離並

耐察

水道調査の篤

耐察

街路事業打合の罵

観光打合

道東運臨交通酎画調査



戸

ト

馬

守

１

すＬ

13

15

,

18

2 2

2 3

2 5

タ

28

3 0

3

4

11

″

12

13

14

1 6

1 8

20

″

21

2 2

24

26

２７

・
″
　
幻

　

″
　
３

4

8

9

13

16

網走道立公園協議会撤会

道地下資源調査研長一行 2名宋綱

道変易観光課長一行 2名宋網

観光港祭行事打合宮

物産展示會打合會

府縣中学校長宋網接待打合会

道上本部都市計画課長並に女長末網

農業技術員連絡協議会

農業委員会

北大佐 保々雄博士寮綱

米副領事オースボン氏宋鯛

商工水産常任委員会

全員鋭駒会館運営協議会

民事部堀内青少年問題にて宋嗣

成べ学校=期 開所

道商工第働委員来網

道商工振興課長末綱

道文激委員耐察宋鯛

道建築部長宋網

農業委只会議

観光講座芥設

補富′l学ヽ校落成式

民事部ヘーワヴ氏教育配察末網

観港祭花火大会

網走支隠管内水産物展示品評会出品審査会

既光映画作製打合会

定例市議会

農業委員会議

網走攻脱管内水産物展示品評会開会式

府縣1學 安長 700人泰網

農業委員9議

展示品許会出品物産審査会

遺議会水産民生常任委員一行舛納

網走支悪督内水産物産展示品許会閉会式

臨時ょ市議会

道土本部道路課原技官宋綱

農業技術員連絡脇議会

モヨロ余準備委員会

道軒務部長 林 致課長来網

醐光映画作製打合会

道上本部港湾課長並岩手縣漁港課長来網

モヨロ祭賛施

北海道il卜技術連盟大谷木局長宋網

脇t時市議会

適環境衛生課出崎係長末鯛

・・・鶴 ・“

市役所

″

″

商工官議所

市役所

市役研

努的費懲

市役所

甥働豊館

市役所

向陽高校

市役所

全

勢働8館

モヨロ貝塚

市役所

市役所

商工宙既研

勢助宮舘

曾誠豊

市役所

労働書館

市役所

嗣走小学校

市役町
會議室

市役所

】働含館

開察

,

花火大宮空施打合

天郡山道路配察 ,

警備救難署開所式出席

期日昇氏外 6八岡察

配察

腕察

道工業試験機長外宋田

調察

火葬母新設について

新僑架替事務打合の鴛

前察

港湾調査

工業地帯調査打合   、

議宙選出教育委員會委員選出

鰊 梓畠星
デル地区ネ糞
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25

担走道立公園計画現地調査開始

北大佐々部士一行 3宮宋鯛

厚生商工常任委員会

農業技術員連絡協議会

臨時市議会

旭川商I会 議聴 頭堀末治氏宋綱

網走道立公園協議宮紹會

開走市主催第一回農畜産綜含品評会
‐密働i文化祭 !'

成代学校=期 開所

金融懇談会        |…

道土本部都市計画課昧 佐藤技師宋間

民事部ヘイガ氏學校耐察 (12白lS日14日)

釧路市長一行 7名末綱

道地下資源調査所長尾技術課長宋嗣

道上本部都市Si画課むn藤技師宋嗣

農業振興五ケ年計画公雅会

農業委員Q議

経済安定本部富岡総務課長外 3名宋綱

商工水聾常任委員会             、

道保健指導課長小林治八氏来嗣

定all市議会

道土本部青[市計国課佐藤女長宋網

西野衛七部長宋網

定例市議会             ‐

防雪対策打合会        !

遺衛七部保健指導訳吉川、営田技師及本FH5主事宋綱

開警局可li課長来欄

民生援護会許談委員会

農村電化施設促進打合会

道長瀬主事宋網

市主催成べ祭開催

民生委員会紹會

召前市役所生計係長一行宋網 ,

北海道観光連盟ヨ務局長宋網

士水道施設特別委員会

公智住宅状況調査
‐   |

民七委員会  |

課長会議

中園浦士別間遭路改修落成式

鱒浦漁港簡易I事 起正式

失半対策事業定期監査

道建築部住宅課榎求七事宋網

斜鵠郡税務事務研究宮

農業委員会

Ⅲ喪 低にもぃ_

… ,  3 4 ・ ・・・

市役所

會譲曇

市役所

昂易嬰蓋キあ
努随 緯

向陽高校

商正會議所

自館市内小中学校

商工會議研

市役所

市役所

市役所

會譲曇

市役所

市役所 向 陽

労働自鵠

市役所

向陽高校

倉議室

市役所

労働密舘

山里

鱒浦

市役所

労働會館

市役所

北大舘脇博士埴林政部田中技
師一行10均31日迄
地下資源調査

対策に呂緑審
風雨による災

〒
腕察

11月2日3日の2日開催

精耐相談所設置賞地調査

西能取小学校建築について

豫算編成状況腕察

道住宅課石原主事

新年殴漁算編成について

助役出席

道職業安定課中島主事外 1名

長外一
難
　
帥
搬
　
調
鋼

轍
軸
鵡
帥
鞭
　
脚
的
鵬

△
”

，

４ｒ

出

Ｔ

用
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11

1 2

1 5

1 6

2 0

21

2 2

″

2 5

″

西

鶴

卿

１

″

″

３

″

４

５

″

６

畜産技術員連絡会議

市主催東北海道 スケート選手経大會

道土本部道路管理課=囲 主事束綱

組走市共同放牧場利用組合設立曇起人宙

綱走市貸付牛管理委員宙

道土本部都市計画課津村技師来鯛

道建築部建築指導課長宋田

・農泰技術界連袴協諄旨

農政常任委員會               '

道水琶部五十嵐技師宋組

成人學校開所式

道七本部都市計画課石垣技師宋綱

遣建築部建築指導課相木主事舛網

選綜合所霞事務局受外一名宋網

民生委員協議宮

農華委員會

民生委員協議會         、

民仁委員協議宙

上水導設置特別委員含

道土木部都市計画課最上主事宋網

農村電化促進協議會

市制施行五周年記念式

助役窪田委串長林委員士水道起債問題について出札

文ヨ:省Si日外1 奏 成所寵察宋網

26年産米供出農協販東主任者會貫

映画撮影打合會

農業委員宙

厚生常任委員會

道上本部道路課黒田主事寮嗣

未引揚邦人留守宅宙同

網走市共同放牧場利用組合設立安起人宙

貸付牛導入地E飼 養管理指導講習宮

道路愛護組合評談委員宙

引揚者調査

市管内道路梁護早合連絡會撤宙

道建築部建築指導課竹村山本主事宋嗣

運輸省第二建設部日吾工事課長宋綱

青森市築港所長宋網

新暦架替工事促進委員會

道土本部都市討画課加藤武田技師末綱

港湾土木常任委員會

都市計己常任委鼻會

道建築部建築指導rR小島浮田技師宋嗣

定例民生委員宙

道土本部都市計画課黒田投師宋綱

市役所

呼人湖荘

市役所

″

市役所

男働会館

向陽高校

市役所

ず働盆儀

市役所

窮聞伐館

卵原内

市役所

市役所

宮譲豊

泰成所

市役所

タ

鋭働●儀

市役所

″

労働宙館

市役所

商正官譲所

労働含舘

毬讃豊

″

多働宙揺

・・o 35 ・・・

5日 6日 7日 3日 間開催

災翻 係事務監査つ篤

天都山道路工事現地調査の篤

建築設討管理協白設立事

街路現地調査の篤

建築確認手段料徴牧の篤

モヨト山争の景溺

災書事強再検定の震

011路世話所川崎課長外

2月25日より7日間開催

釧路世話所長

不適格建築物について

港鴻滅察
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31

遺族実態調査

7七年犀市農業築励宙議

上水道特別委員會

市主催羊毛加工指導講密宙

Jヒ海道貿易舘断井富氏宋綱

課長自議
'‐

養成所修了式

農業委員宮

教育準備協議會

道土本部都市計画課三浦技師宋綱

農村工業振興懇談會

彊守宅渡金支沸

市  宙

農業技術員迎絡費譲

罹災補償調査

課長會議

市  會

熟 開 昔

道建築部建築指導課新 茂 泉技師宋田

第王中學校上棟式

種牡馬飼養管理品評會

四農協畜産技術員連絡協議會

久保田鍛工所増田市宋網

扶桑機工札幌出張所長一谷市来訪

道教菊地主事衰成所打合宋綱

昭和姿年度公瞥住宅状況調査

網 こ市貸付牛管理委員會

農業委員宙

分|

會霞曇

労働富舘

言根内小学校

市役所

労働會舘

泰成所

市役所

多働會舘

市役所

,

會議室

努駒 雪館

市役所

教育課

宮議室

支懸 クラブ

現場

駒場

市役所

3月11日12日 2日間

新年度壊算打合宙

釧路世話所

澤井 井 田事務官

本田製縞工事場

道歳出係大内主事外 1名

要  容

男 1女孫行年月日
1区

町寓26。 4.24

昭26.4。30

昭牙 ・10・打

昭27.1 0 .  5

昭27.1 0 .  5

選梱各

婦

況概暴

紹数 1 男  |

茂轟 面

市教育課

市役所

労働倉館

8.683

6.419

7 . 4 8 1

1 .201

4.7

4.

5301 捌
掛

釉

総

刻

易

９３

ね

海

６４
．

６４
．

6,09016.

1 6 . m 6 .

2 .

2 .

3.

80.

83

一
夕

・
Ｃ
％
だ

髄
　
７３

市教育 委

9 . 5 1 1

9 . 5 1 1

6.354

6.350

８‐

％

丙

６６

　

範
12.4401

孫年月日雁 別
1自

由 熊
1民

主 艶
1駐

会 熊
| 1共

産 業
1諾

源
1無

所 覇協 同 熊

昭響 ・午
30

昭26.4.30

昭27.10.1

知 事 選 審

道会議員 選 馨

衆訂院議員選審

9.748

1.竹2 6.818

6.280

3.329

2 . 2 8 1 341

一
　

一　
無

7 . 0 6 1

よミ気ミ

・・・ 3 6 ・ ・・



政財

算
入

３

　
　
　
餃

ｔ

日

換

１

溌

普   通   統

笛 法 による浸牧人

衡  変  付  金

不 衡 変 付 金

3. 公 企 業 及 び 財 産牧八

打 財  座 収 入

2財 産 東 却 代 金

4 .使 用 料 及 び 手 数 料

打 使

2 手

5. 田  庫

1変

2補

6 .道  支

打 変

2  補

7 .寄

1  寄

1・ 市

打

2

2 .宇

1

9 .繰

10・ 雄

2

3

11, 市

出

用

数

支

付

助

出

付

助

付

附

金

金

金

金

金

金

金

9 6 . 0 3 7と98 0

90.513.520

5.盟 .460

範 .勢5。92 7

48.245。 927

1 .卸 。1 3 4 j

2釣 .134

1 . 1 0 0 . 0 0 0

4 . 9 0 8 . 2 o o

3 . 0 8 7。2o o

l . 8 2 1 . 0 0 0

25.413.900

4.000

25,409.900

7。116.980

48o。250

6.636.730

1 . 0 0 1 . 0 0 0

1 . 0 0 1 , 0 0 0

2.280。C00

2.28o.ooo

3.963.30o

1 3 5。00 0

3 0 . 0 0 0

3.798。3o0

18.360.000

18,360。000

211.ARR.421

8 .繰   入   金

1財 産 金 繰 入

1繰  越  金

1 納   付   金

2践

苫く、算
｀
あ訂
~

繰 替 金 戻

雑

1 市

歳 入 合 計

費

費

費

会

結

宙

歳市

営

入

入

債

債

昭 和 27年 (営初)

額  1割 合

1・ 鼓

1

2 篭露1判
3 . 1 4 0 . 2 9 0

3 , 1 1 9 . 2 9 0

3 0 . 0 0 0

昭 和 26年 r最終お

争    額  1割 合

・・・ 3 7 ・ ・・



~拝
祥i 1■革聾軍邸耳

2. 役    所    費

T市 役 所 職 員 費

2  諸     費
1

3  管   繕   費

イ 監 査 委 ‐員 費

| 1 5 : / A R守 1委 員 費

6｀市 費 支 沸 諾 費

警  i察 f  消  防 費

H  Ⅲ/ A R安委 員 会 費

2 警 .  察   費

3 消   防   費

t 4消 防 国 費

土    木    費

1‐‐
道 路 橋 梁 費

2 1港   溜   費

3都 市 計 画 費

教   育   費

l f小 学 校  費

2中 学 校  費

3赴 1曾 教 育 費

4｀教 育 振 興 費

5 '教 育1営 縛 費

破 会 1算 働 施 設 費

1生 活 保 護 費

2破 会 高 耐 費

3 失 業 期 策 事業費

4営  繕  費

保 健 衛 生 費

打 臨 染 病 豫 防 費

2衛 生 事 葉 賛

i3  健   民   費

4衛 生 管 繕 費

産 業 経 済 費

1  農 業 委 員 宙 費

2 農   産   費

3 水   産   費

4 商   工   費

5 観  光 …諾 費

財    産    費

1財 産 造 1成 費

2財 産 管 理 費

競    計    費

1・ 統   計   費

11. 選     審    .費

_ 1 選 寧 管理委員會費

46.193.780

3 9 . 8 5 8 . 1 2 0

1 . 5 3 3 . 9 0 0

2 5 0 . 0 0 0

638.砲
▼ i  45.4oo'

3.867.66o

2 9 . o 5 6 . 2 4 5

374.560

15.667‐.820

12.o39.440

974.425

186761.000

12.471.00o

3.010,000

3.730'000

41.604.270

8.534.740

3.227.230

2.714.20o

3.223.6o0

2 3 . 9 0 4 P . 5 0 0

35.7職 .550

13.820.800

604.750

4.506.000

15.869.000

8.768。490

2 . 8 7 2 . 5 3 0

2 . 1 7 9 . 8 6 0

1.416.000

2.300.000

7.064.900

840,400

2.937.500

1 . 4 0 5 . 0 0 0

1 . 8 8 2 . O o o

2.014.738

751.000

1.263.738

30ア.000

307.000

1.294.240

3018740

勺 : 1 9 4 .範

鶴 .9毎 。1的

萄 4。200

2 X D 〔) . 0 0 0

5 1 2 . 9 4 0

72.000

31.519.430

393.400

16.936.690

13.225,140

9 6 4 ・ . 2 0 0

2 7。1 5 8 . 2 0 0

19,171.000

4.257,200

3.730.000

毎 . 2 2 5 . 2 8 0

7.922.000

2.948.180

1.524.弱 0

1.923.600

名 . 9 0 7 . 0 0 0

32.369.250

16.127,750

746.500

1 . 0 0 0。0 0 0

14.495.000

15.933.380

2.585.780

1 . 7 8 7 . 1 0 0

2・910・500

8・650,000

10。100,110

1.651.110

3.663.000

1.806.000

1.380.000

1.600.000

2.123.800

519.800

1.604.000

3 1 1 3 0 0 0

3 1 1 . 0 0 0

936.57o

475.470

13,9

19.イ

6.

7.

9.

10.



2 知 事市会議員選峯費

3衆 議 員 選 寄 費

1 ‐ 41市 長市會議員選審費

i  ふ !農 業 委 員 選翠費

■  6 市 道教育委員選挙費

?・
t公

    債     費

■ 1元 利 償 還 金

13. 諸 1  支   出   金

1 徴 統及/AR債金取扱費
・ 2市 勢 振 興 費

3市 費 支 排 諸 費

14. 接     備 費

備   費

計

376.000

3 7 7 . 6 o 0

238。900

4.07B.80o

4.078ち800

13.760,000

1.9ン .Oo0

6.850.000

4.956.000

600.000

600.〔〕CX〕

2 1 1 .鞭 .竹

―
―
―
―
―
―
―
―

財
―
‐

彰

461.100

4.神 2.100

4.392.100

13`〔愛7.300

1.4拘 .000

2.493.000

9.ぎ 4.300

8 3 0 . 0 0 0

8 3 0 . 0 0 0

225.780.000

0.3%

1 . 形

5.9%

0.3%

1豫

歳  出  合

算

入競

．
決

１

２

|
昭 和 2 6年

イ 猫  立  統

2 奮 法 による統収入

2 . T  衡  変 付 金

3 .公 企 業 及 財 産 収 入

1  財  産  牧 入

2  財 産 寅 却 代 金

4 .使 用 料 及 手 数 料

用   料

数   料

支  出

2競

金    額

94.723.

9 1 . 騨 .

3.428.

6 .  道

1

2

7.寄

8.繰

9.繰

10. 雑

1

2

3

11・ 市

競

4

5

3 .警

1

2

3

4

出

付

助

支

変

補
|網・盟!響

戻

付

金

附

入

越

故

　

替■
‘迅

納

繰

雑

使

手

庫

変

補

項
EI]::茎:畳1重ご;|

昭 和 2 6年 昭 和 2 7年

金    額

イ.議

1

2

2 .役

会

潜

会

議市

督

所

役 所 職 員

費

費

費

費

費

費

費

2.衛 .

2.455.

市

監

察

公

警

滑

治

市

諾

督

１

　

２

　

３

跳碑
ｍ
密
岨
的
的
頓
憾
　
粥
節
　
ω

金

金

金

金

金

金

入

金

入

入

債

3.382.

懲

範.567.晶1的
2 7 . 1 6 2。2 1

373,031

… ・ 3 9 ・ ・・



藤|!

l  i

′
t , | ギ

ー

5.

土    木    費

t 道 1路 七僑 梁  費

2 河    川    費

3港  濁  費

4用 悪 水 路 費

0都 市 計 画 費

6災 害 土 木 費

教    育    費

1小 学 校 費

2中 学 校 費

3就 宙 教 育 費

4教 育 研 究 所 費

5教 育 営 繕 費

6教 育 振 興 費

就 会 及 労 働 施 設 費

1生 活 保 護 費

2民 生 委 員 費

3見 童 嗣 耐 費

4引 揚 援 護 費

5住  宅  費

6災 善 救 助 費

7失 業 封 策 費

8 労 働 会 鶴 新築費

保  健   衛  生  費

1  脩 染 病 接 防 費

2偉 染 病 院 費

3衛 生 事 業 費

健   民   費

業 経 済 費

農 地 委 員 費

農   産   費

水   産   費

商   工   費

産    費

基 本 財 産 造成費

積   立   金

財 産。管 理 費

財 費 取 得 夜

財 産 魔 分 諸 費

4

8 .産

1

2

3

4

9 .財

1

、   2

3

4

5

鱗

　

　

　

　

　

　

　

　

　

轡

０‐６．
蟻
独
ｑ
弘
乾
牝
は
２‐。．
９３ィ．
ｍ
ｉ

財
晩
名
効
％
佑
輸
松
２３２．
砿
Й
　
琢

４

６

　

３

１

１

１

　

　

　

　

　

　

１

　

　

　

　

３

セ

ー

７

４

　

的

統

選

　

２

３

４

公

謡

　

２

３

掛

歳

1 0 .

1 1 .

1 2 .

1 3 .

審    費

選 率 管理委員会夜

知事 道 議員選審費

市長 市 議員選審費

農 地 委 員 選審費

債    費

支  出   金

徴 統 及公舎取扱夜

市 勢 振 興 費

市 費 支 雛 諾 費

備

出  合  計

字年度緑越金 4 8 2 . 3 3 6円

昭和27年10円31日現在
r

7.

市 債 調  (目 的別借入先別市債調)

1.161千円

45千円

31.865千円

4.806千円

2.578EPF可

40.566千円

預  金  部

険  局

銀  行

保 険 会 融 その他の金融機関

/ A R・ 募

保

省

中

蕨

易

大

簡

市

費

費

費

費

費

他

防
　
　
　
働

済

沿

木

育

労

経

の

計

察
　
　
　
生

案

警

土

教

ぼ

摩

そ

40。976千円

軒 円

32千円

23千円

41.039千円

調債市挙
宋

・

年三分五厘以下

233千回

四 分 以 下 五 分 以 下 七 分 以
'下

■0.766f限珂

!  `

車蕪      |     _   _、_    __二十一‐_…………

41.039千円



別
1有

慣 護 分 預金 及 現金

昭和7年 10月31日現在

昭 和 2 6年 度

土 地 償 格

行 政 財 産

基 本 け 産

特別基本財産

合  計

5 囲 税 及び地方税調査概

40.範5千円

71.609

112・474

227.801千円

2ク .8ol

十一戸曽1摘
戸″盟戸るよこ分年解

召
円

軸
醜
Ｗ

郷
　
７
　
‐５

円
170.604.000

5 3 . 5 9 9 . 0 0 0

101.207.000

衛14  拝卦 公

地 1宜 話

三

彦

一
郎

郎

志

郎

任

意

一
美

郎

郎

明

郎

政

郎

〓

武

之

彦

贋

助

人

明

四

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
　
　
治
　
　
女

好

末

陽

林

林

定

十

清

定

秀

新

三

武

義

竹

良

米

孝

井

地

木

藤

藤

澤

谷

村

澤

垣

嵐

督

江

谷

越

藤

上

僑

田

尾

出

中

野

田

原

十

浅

営

高

佐

佐

欠

熊

苦

欠

石

五

五

大

高

大

工

水

高

武

松

片

田

洗

山

藤

五四〇

五五〇

五五〇

四九

四九

四〇三

四五六

四九

四〇=

一六

四六

一三一

七五

五〇六

五〇八

八〇

九六

九七

九八

六①

六〇

六〇

六〇

六①

北六際西四丁目

南一〇際西四丁目

同

宇台町

同

同

南八際東大丁目

字台町

同

南八際東四丁目

南 -0際 西三 丁目

宇合町

字三膨L

字三見 ケ岡

北六際西五丁目

南五際東=丁 目

南四際東三丁目

南四際西三丁目

北六際西=丁 目

字大曲

宇卯原内

字呼人

字藻琴

宇北濱

字浦 士別

走 支

網走建設

現 業

所網走支

挙」所綱走支

懸 網 走支

局 網 走文

分」

家

務

林

候

務

見ケ岡支

信 管 理

電 話

使

際 郵 便

t垂ほ使

便

隠

部

所

部

部

部

局

所

懸

署

署

所

所

1所

所

局

局

局

局

局

局

局

局

局

抑

輔

木

剛

劇

期

朋

易

級

統

管

測

刑

に

開

報

郵

嘲

軸

郵

懸

費

二

裁

覗

鴻

規

ト

エ

　

　

　

　

所

調

許

　

四

六

　

殉

　

　

　

別

内

脚

冊

土

況

豹

絞

法

簡

Ｅ

Ｅ

ヒ

」

Ｅ

樹

諒

電

海

；

路

　

　

　

白，

　

　

　

　

　

走

走

北

北

網

釧

同

同

同

田

網

網

網

網

網

綱

田

綱

網

鯛

樹

大

卯

呼

藻

北

浦

帥帥卵帥申中呻囀中〕帥］呻抑

帥

瑚

走 ―
般

―

，

―

詢

走

走

走

走

走

帥

弱

ヤ

走

諦

翔

曲

原

人

琴

濱

士

之

暢

義

盛

瀬

稔

正

郵  便

郵  使

郵  使

郵  便

郵  便

|



人

浦

琴

濱

ヶ

嗣
　
　
　
　
　
　
　
　
房

見

鱒

網

演

呼

鱒

藻

北

二

卵

容

能

浦  r l S  便

走

和

取

宇総浦

字断町

南三際西四丁目

字呼人

字鱒浦

字藻琴

字北蹟 ヽ

字三見ヶ岡

字卯原内

字宇和

字能取    ャ

南四際東四丁目

北六際西四丁目

南=妹西―丁目

北六際西一丁目

北―①際東一丁目

宇大曲

南三際東四丁目

北一
際西三丁目

南三際東三丁目

南一際東―丁目

南四際東大丁目

宇美岬

南一際西二丁目

宇降町

南六際東四丁目

同

同

南二際東一丁目

南六際東五丁目

字障町

宇柱町

字新町

字桂町

局

騨

騨

騨

麟

騨

騨

騨

騨

陣

降

簿林省|ヒ見統計調査事務所

Jし海 道教育委員会網走事務局

北 海 道食糧事務所網走出張所

北 海 道 観 走 保 健 所

Jヒ海 道 水 産試験場網走文場

北 海 道水産癖化場綴走事業所

Jし海 海 運 局 網 走 出 張所

海 上 保 安 割網走「準備救難署

北海道ホ産物搬査所網走派出研

網 走 公 共 安 定 所

綱 走 築 港 歴 台 事 務 所

能 張 歴 台 事 務 所

本 事 寅 公 赴 網走出張所

走  放   途   所

家 地 方 網 走 地匝警察署

走  市   役   所

祭  署

防  署

立 図 書 舘

土 博 特 館

労 働 会 館

立 保 育 所

教 育 研 究 所

日

網

園

網

綱

網

網

納

網

綱

網

被
下
沿帥輸輸弗串市

立市

走

走

15 主 なる新聞油 宮ヽ油、工場、組合

六〇

三六三

一三七

五四〇

=一 七

=七 七

重四一

二七二

重八九

九九

=四

一八七

=五 四

八五

三五九

二九〇

八三

五六①

五七

正三〇

九、D

五九五

九〇

雄

郎

市

郎

女

一

太

雄

郎

治

　

一
　

　

　

　

女

正

竹

義

孝

兄

清

幹

貞

清

坂

藤

谷

干

原

崎

野

藤

川

脇

後

荒

小

鍵

柿

大

遠

細

市

蔵

義

武

蔵

女

正

郎

一

勧

和

夫

一
儀

吉

雄

吉

政

敬

忠

建

信

義

太

篤

　

　

周

　

　

築

宜

熊

野

田

岡

間

公

塙

藤

藤

尾

時

田

贋

川

泉

坂

山

田

藤

藤

活原

澤

宮

宮

本

菅

小

佐

佐

田

鷲

一隅

園

笹

小

保

小

吉

後

速

(美幌保健所長乗務)

啓    女

喜  男  衛

1所 在 れ
~|

1所 “ 地

Jヒ 普事

Jヒ 泌こ

北 海

網

網

走 支

同

同

道 新 聞 就 網

日 日 新 聞 成

タ イ ム ス 蔵

走   新

走   新

南五際東三可目

北一際東一丁目

北六際西三丁目

南四際東四丁目

南五際東三丁目

局 木 下 木 工 場

日木 水 産 株式會砒綱走備鯨部

株式會駐 網  走  ト  ラ  ツ  ク

m走 パ ス 株 式 宙 駐

ゴし海 道漁網船具株式9敵 網走工場

字線町

南五際東末丁目

字新町

南二際東一丁目

北十際西五丁目

聞

報

耐

駐

指品 、



北 海 道 拓 殖 銀 行 綱 走 支 店

北 陛 銀 行 組 走 支 店

北 海 道 銀 行 網 走 支 店

有眼責任 綱 走  信  用  金  庫

北 洋 相 互 銀 行 網 走 支 店

日 魯 漁 業 株 式 會駐網走事業研

同        網 走冷凍工場

北海道漁業鰹
連合会網走冷凍工場

網 走 水 産 冷 蔵 株 式 会 成

網 走 冷 蔵 株 式 会 荘

北 見 食 品 工 業 株 式 会 赴

望 印 乳 業 株 式 會 辻 網走工場

三 洋 造 舶 株 式 会 破 嗣走工場

網 走 造 賠 株ヽ 式 会 駐

網 走 工 機 株 式 会 赴

北 海 道 電 力株式会荘網走営業所

日 本 通 遥 株 式 会 註 網走支店

極 光 鰹 詰 株 式 会 赴

鯛 走 食 料 品 卸 株 式 会 赴

北 見 興 業 株 式 会 随

網 た 土 木
r建

築 株 式 会 融

網 走 商 業 協 同 組 合

綱 走 土 木 工
・
業 株 式 會 敵

″ 石 材 工 業  ″

卯 原 内 製 材  タ

網 走 共 立 油 B旨

網  走  商  工

株 式 自 油

會 議  所

株式會註 電    設    油

田 辺 酒 造 株 式 會 赴

三 ツ 岩 漁 業 株 式 宙 駐

北 海 道 ジ ヤ ム エ 業 協同組合

綱  走  市  森  林  組  合

相 互 水 産 株 式 會 就

網 走 清 掃 株 式 會 赴

日 本 生 命 保 険 相 互 會 耐

千 代 田 生 命  ″

=井 石 災 販 寅 株 式 曾 敵

北 海 道 殴 粉  ″

Jし海 道 製 綱 株 式會耐網走工場

網  走  時  事  放  欝  泣

網 走 地 方 運 搬 商 業 協同組合

網 走 冷 温 倉 庫 株 式 會 趾

株式會油 木  下  鍛  工  場

東 陽 油 脂 工 業 肝

株式曾成 石   栗   商   店

丸 組 水 産 株 式 宮 成

向 陽 漁 業 合 名 宙 油

三 ツ 和 食 品 化 畢工業株式會敵

共 笑 水 産 株 式 會 赴

皿 北

'ヒ   可丈

株式會赴

'|I  Jし

株式會註

北 東 自

共 弊

北 見 地

北 洋 ′

株式会破

イヒ   艶圭

暁  北

村  上

奥  谷

東  出

南四際東三丁目

南四際東一丁目

南コ際西一丁目

南コ際東=丁 目

南四際東三丁目

南四際東末丁目

南一際西一丁目

南=際 東末丁目

南 一際西一丁目

南三停東五r目

宇断町

字緑町

北一際西三丁目

Jt――際東一丁目

南七際東大丁目

南四際西四丁目

南四際西=丁 目

北一際東三丁目

南四際東一丁目

南三際東‐丁目

北十際西三丁目

南四係西三丁目

字断町

南九際東三丁目

宇卯原内

南六際東大丁目

字能取

南四眸東一丁目

海岸町

南三際東三丁目

南国際東三丁目

字断町

字中園

字断町

南九際東三丁目

北三際西三丁目

南 =際東五丁目

南五眸東四丁目

南=際 東四丁目

南四際東大丁目

北三際東一丁目

網

西

北

網

北

組

鯛

西

南

網

綱

嗣

榔

千

網

鱒

漁  業   タ

産 業 有 限 会 駐

田 辺 本 店 機 械 部

食 品 株 式 会 成

本 間 工 作 所

宮 越 商 店

動 車 工 業 株 式 g駐

産 業 株 式 宙 駐

方 澱 粉 協 同 組 合

海 獣 株 式 会 赴

船  所

会 油

会 破

会 就

韓貯弟串寺却

道

漁

水

水

漁

よ

北四降東―丁目

南三際東三丁目

南二際東=丁 目

子呼人

南三際東四丁目

南=際 東四丁目

南四際東三丁目

南六際東三丁目

字藻琴

字プロ原内

字北濱

南六際東四丁目

字線町

南四際東三丁目

南四際東四丁目

北一際西三丁目

南一際西主丁目

宇鱒浦

南七際東二丁目

南四際東一丁目

海岸町

宇卯原内

南七眸東二丁目

南三際東 =丁 目

南七際西三丁目

字台町

南三際西三丁目

字新町

タ

北七際西四丁目

南四際西一丁目

南六際西三丁目

字新町

字鱒浦

南三際東一丁目

海岸町

南コ際東四丁目

字鱒浦

北=際 東一丁目

十
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１
１

１１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

0 山 田 水 産 工 業 株 式 會赴
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